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序章 現況とこれまでの経緯 

１ 現施設の状況                                       

現庁舎は昭和 34年建設された新耐震基準以前の建物であり、平成 22年の耐震診断では基準値を大きく
下回っているため、大規模地震時に倒壊や重大な損傷の可能性が非常に高い状況です。老朽化が進行し、
防水機能の劣化、断熱性能不足、暖房・給排水・電気設備の経年劣化により執務環境の悪化と安全面の
リスクが生じています。また、行政機能の分散配置による非効率化、バリアフリー化の不足、子育て支
援設備の不足、エネルギー効率の低さなど、多方面にわたって問題を抱えています。 

２ これまでの経緯と整備の必要性                               

昭和 34年に建設された現庁舎は、建築から 65年以上が経過し、法定耐用年数（減価償却資産）を大幅
に超えている状況です。耐震診断に基づく耐震改修工事を実施した場合、事業費が 9億円以上になるこ
とが試算されており、福祉会館や消防署の老朽化に対応する費用も考慮すると、町民の利便性やサービ
スの質的向上のため、また、将来的な維持管理経費の効率化や多様化する行政需要に対応するためにも、
新たな複合庁舎の建設が必要です。 

第 1章 新複合庁舎建設の基本的な考え方 

１－１ 基本方針                                       

比布町複合庁舎建設基本構想で示されている、基本理念 ～みんながつながる、笑顔を育む～ に基づき、
誰もが気軽に利用しやすく、多世代がつながる複合庁舎を目指します。防災拠点機能も充実させ、笑顔
で安心して暮らせるまちの中枢施設とします。 

① 町民にとって気軽に利用しやすい複合庁舎 
行政機能を一箇所に集約し、すべての利用者に配慮した施設を目指します。窓口機能の集約によるワン
ストップサービス、プライバシーに配慮した相談室の設置、DX 化の推進、町民が気軽に利用できる交
流スペースの配置により、親しまれる複合庁舎を目指します。 

② 機能性と経済性の高い複合庁舎 
80年以上の長寿命化を実現する構造の採用、デジタル技術活用と執務スペースのコンパクト化、多目的
利用可能な会議室等の適切配置を行います。役場機能、保健センター、消防署、福祉会館などを統合し
た複合施設により、機関連携の強化と運営効率の向上を図ります。 

③ 防災拠点施設としての役割を果たす複合庁舎 
災害時に住民の安心・安全を守り、行政機能を維持できる強固な防災拠点を目指します。複合施設とす
ることで防災の連携を高め、非常用電源や防災備蓄倉庫の設置、保健センター機能や福祉会館機能など
を活用による、地域防災の中核となる施設を目指します。 

④ 環境に配慮した複合庁舎 
ゼロ・エネルギービル（ZEB）を目標に、木架構の採用や自然採光・換気、LED 照明、高断熱化、地中
熱設備の導入により省エネルギー化と維持管理費削減を図り、環境に配慮した持続可能な複合庁舎を目
指します。 
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第 2章 新複合庁舎の建設場所 

２－１ 建設地                                        

新複合庁舎の建設地選定において、経済性に考慮して既存の町有地から検討した結果、公共交通機関の
利便性、防災拠点としての中心性、地方自治法の規定を総合的に判断し、現在の役場庁舎敷地を新複合
庁舎の建設地として決定しました。 

 

２－２ 建設地の状況                                     

新複合庁舎の建設位置は、公共交通機関の利便性が高く、町の中心部に位置し、災害時の防災拠点とし
て適しており、行政サービスを継続しながらスムーズな移転が可能です。 
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建設地 

候補地：旧比布中学校 

JR比布駅 

現保健センター、老人センター 

候補地：旧電業所跡地 

現消防署 

建設地住所：上川郡比布町北町 1 丁目 2番 1 号 
地 番：上川郡比布町北町１丁目 

487-9,487-59,487-60,487-61,487-692,487-63,487-104,487-287 
敷 地 面 積：8,475.82 ㎡ 
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第 3章 新複合庁舎の機能 

３－１ 庁舎機能                                       

町民サービス向上のため、関連部署を近接させたワンストップサービスを実現し、プライバシーに配慮
した相談室と快適な待合スペースを設置します。執務スペースは柔軟なレイアウトで効率化を図り、議
場は町民が多目的に利用できる開かれたスペースとします。 

３－２ 福祉会館機能                                     

図書館・福祉会館の複合施設として、多世代交流スペースを設け、誰もが気軽に利用できる豊かな生活
の拠点を目指します。 

３－３ 老人センター機能                                   

福祉会館機能と統合し、活動継続のための適切なスペースを確保します。これにより様々な世代の町民
が交流でき、世代間のつながりを育みながら効率的な施設運用を実現します。 

３－４ 保健センター機能                                   

複合化により一体的に整備することで、各機能の連携強化を図り、町民の健康増進と福祉を向上する体
制を構築します。 

３－５ 消防機能                                       

新複合庁舎は庁舎機能と消防機能を複合化し、災害時の迅速対応と効率的な施設運用を実現します。フ
ェーズフリーの考え方を採用し、消防用設備の平常時・災害時の兼用や、一般車両と分離した消防車両
専用動線の確保により、迅速な出動体制を整備し、効率化を図ります。 

３－６ 防災・災害拠点機能                                  

災害時に 72 時間以上機能する非常用発電設備を導入し、町民の安全確保と復旧活動を維持します。ま
た、交流スペースを避難所として活用し、平常時から防災訓練や教育の場とすることで、防災対応力の
高い複合施設を目指します。 

３－７ セキュリティ機能                                   

新複合庁舎ではセキュリティレベルに応じたゾーニングを実施し、公文書の電子化を推進します。サー
バー室にはセキュリティシステムを導入し、町民の個人情報を確実に保護する体制を構築します。 

３－８ 環境への配慮                                     

「ZEB Ready」相当の建物を目標とし、比布町の気候特性を活かした再生可能エネルギーと省エネルギ
ー手法を組み合わせ、ゼロカーボンシティにふさわしい環境配慮型庁舎を目指します。また、LCA（ラ
イフサイクルアセスメント）の実施による CO2 排出削減や循環型建築のため、既存躯体の活用も検討
します。 

３－９ 維持・管理機能                                    

維持管理コストの低減と設備の長寿命化を図るため、メンテナンスが容易な素材や更新・変更が容易な
設備を選択し、柔軟性の高い計画とします。これにより、ライフサイクルコストの最適化と施設価値の
維持を実現します。 
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第４章 新複合庁舎の規模 

４－１ 各機能の面積                                     

必要面積は、現在の職員数を基に、「総務省地方債同意等基準運用算定」と「国土交通省新営一般庁舎面
積算定」を参考に検討します。基本的な庁舎機能に加え、防災拠点、憩いと交流の場としての機能を集
約し、町民の利便性と経済性の高い計画とします。 
※新庁舎の必要面積は、概ね 3,100㎡程度としますが、今後の基本設計や実施設計での協議、また、情
勢の変化などにより、面積の増減については柔軟に対応します。 

第５章 新複合庁舎の施設計画 

５－１ 配置計画                                       

町民利便性、機能の複合化を踏まえ、Cの平屋建て案が総合的に優れていることから C案を選定し、
今後の検討を進めることとします。 

 A案：2階建て（分棟） B案：2階建て C案：平屋建て 
（消防一部 2階建て） 

配
置
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概 

要 

1 階に庁舎窓口機能や福祉会館機
能、2 階に庁舎議会機能、保健セン
ター機能を配置し消防機能含め各
機能ごとに分棟配置する計画案 

1 階に庁舎窓口機能や福祉会館機
能、2 階に庁舎議会機能、保健セン
ター機能を配置し、消防機能含め一
体的に配置する計画案 

1 階に消防機能を除き、庁舎機能、
福祉会館機能、保健センター機能の
すべてを一体的に配置する計画案 

利
便
性
・
効
率
性 

△：各機能が 2 フロアに配置される
ため、町民の利用時や庁舎職員の執
務時に階段やEVにて上下移動を行
う必要がある。 

△：各機能が 2 フロアに配置される
ため、町民の利用時や庁舎職員の執
務時に階段やEVにて上下移動を行
う必要がある。 

〇：各機能が 1 フロアに配置される
ため、町民の利便性や庁舎職員（消
防職員を除く）の業務の効率性が高
い。 

バ
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〇： EV の設置により町民が利用す
るエリアはバリアフリー化が可能。 

〇： EV の設置により町民が利用す
るエリアはバリアフリー化が可能。 

◎：EV の設置が不要となり、町民
が利用するエリアはユニバーサル
デザイン化が可能。 

共
用
部
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シ
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ル
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△：2 フロアに配置されることで廊
下や階段、EV 等の共用部分が増え
るため、延床面積が大きくなりイニ
シャルコストが C 案と比較し大き
くなる。 

△：2 フロアに配置されることで廊
下や階段、EV 等の共用部分が増え
るため、延床面積が大きくなりイニ
シャルコストが C 案と比較し大き
くなる。 

〇：1 フロアに配置されることで廊
下等の共用部分が集約されるため、
延床面積が小さくなりイニシャル
コストが A・B 案と比較し小さくな
る。 

既存 
図書館 

既存 
庁舎 

新複合 
庁舎 

P 

P 

既存 
図書館 

既存 
庁舎 

新複合 
庁舎 

P 

P 

既存 
図書館 
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P 
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５－２ 機能配置計画                                     

既存の図書館機能と福祉会館機能・保健センター機能との連携や消防機能の緊急車両動線を考慮した機
能配置にて行い、町民の利便性が高く、確実な防災機能を確保します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－３ 構造計画                                       

国土交通省基準に基づき最高レベルの耐震性能（構造体Ⅰ類、非構造部材 A類、設備甲類）を確保しま
す。架構形式は耐震・免震・制振構造を比較検討し、構造種別は環境配慮型庁舎を目指して、鉄筋コン
クリート造や鉄骨造に加え、木造及び既存建物活用の検討も行います。 

第６章 事業計画 

６－１ 事業手法                                       

従来方式・DB（デザインビルド）方式・PFI（Private Finance Initiative）方式・リース方式の４つの手
法を比較・検討し、財源の有効活用に加え、設計・施工を一括で行うことで、コスト縮減効果や工期短
縮等が期待できることなどから、現段階では DB方式が有効な手法と判断しました。 

６－２ 事業スケジュール                                   

令和 8年度中の実施設計着手を目指しますが、財政状況を考慮しながら計画的に事業を執行します。 
 
 
 
 
 
 

緊急車両動線 

図書館棟 
との連携 

歩行者動線 

庁舎 
機能 

町民スペース  
(福祉会館機能・ 
保健センター機能) 

消防 
機能 
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設計等

建設工事

運用

2025年度（令和7年） 2026年度（令和8年） 2027年度（令和9年） 2028年度（令和10年）

施工

基本設計 実施設計

供用開始

DB
選定
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６－３ 概算事業費・財源                                   

事業費は町の財政規模や将来負担を考慮し 39 億円程度に設定、町民の憩いと交流の場をメインに、防
災拠点、役場機能を集約した利便性と経済性を重視した施設を目指します。財源は地方債の他、環境省
の補助金や新しい地方経済・生活環境創生交付金（第 2世代交付金）など有利な財源確保を検討します。 
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